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農林漁業体験民宿の登録数の推移を時系列で表したのが図 1-1である4。   






（出典 : 農水省 HP http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/kyose_tairyu/k_kyotai/index.htmlより引用）
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図 1-2-2 農林漁業体験民宿の登録数の推移（北陸地域除く） 
（出典：図 1-1-1に同じ） 




（出典 :（財）都市農山漁村交流活性化機構 2010『数字でわかるグリーン・ツーリズム』，pp. 1-2を基に作成）
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（出典 : 図 1-2-1に同じ）
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 2-1 観光地選択における消費者行動 
















































































K. Lancaster（1966） ランカスター型効用関数の開発 なし
　　 〃  　  （1979） ランカスター型効用関数 アメリカ自動車メーカー
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図 3-1 農水省が示すグリーン・ツーリズムの例 
（出典：農水省 HP http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/kyose_tairyu/k_gt/index.htmlより引用） 
 
















                                                   








（出典 : 農水省 HP http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/kyose_tairyu/k_gt/index.htmlより引用）
表 3-2　観光資源の代替性
地元農産物 農作業体験
地域 A 畑作物（野菜） 野菜作り
地域 B 水田作物（米） 稲作 り
地域 C 果樹・園芸 果物狩り
















































- 11 - 
 




地域Ｃ 果樹・園芸 果物狩り  
 


















































（出典 :（財）都市農山漁村交流活性化機構 2010『数字でわかるグリーン・ツーリズム』p. 71）
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（出典 :（財）都市農山漁村交流活性化機構 2010『数字でわかるグリーン・ツーリズム』p. 73）


















































                                                   
19 例えば、地方財政学の理論などでも展開されているように、効用水準が高まる最適規模の入場者数
等から事前に、その最適解を知る必要があろう。 
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ば、以下のことが必要 なるであろう。 
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